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そして，この視点からマルクスのスミス解釈をも批判する異端の学者で
あった。しかし，入江先生のスミス理解・通説批判は完成されなかった。
したがって，入江先生の異説は学界では今のところ支持はまだ少ないようで
ある。
第6に。ゼミ指導について，極めて熱心であった。本ゼミの他，サブゼミも行
なった。そして，ゼミ生を多くのゼミ大会に参加させるべく指導した。
第7に。自分のゼミのみならず，松山商科大学の学生の自主的な研究活動をこ
とのほか奨励した。赴任早々，経済学研究会を指導し，また，資本論研究会
を組織した。新聞学会も指導した。さらにゼミ連が結成されると，その指導
を退職間際までされた。それにより，入江先生から影響を受けた学生は数多
い。また，研究者の道に進む人も少なからず出た。
第8に。学内行政では，学部長を4年間，研究科長を6年間続けられ，学部の
充実，大学院の創立・完成に多大の貢献をされた。経済学部と言えば入江先
生，入江先生と言えば経済学部であり，経済学部のシンボル的存在であった。
第9に。入江先生の同窓会「つくし会」についてである。これほどの結束力・
団結力のある同窓会は松山大学のなかにはないであろう。いかに，入江先生
がゼミ生に対し，親身になって指導したか，そして慕われたかが窺われよう。
入江先生を超える教員は今のところみられない。
（完）
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